
2016 年度 応用統計学会 理事会 議事要録 

 

2016 年度第６回目理事会（メールによる） 

期間：2016 年 6 月 13 日～20 日 

議題： 

審議事項： 

１．学会賞の優秀論文賞と奨励論文賞の承認 

 優秀論文賞と奨励論文賞を承認した。 

 

2016 年度第７回目理事会（メールによる） 

期間：2016 年 6 月 27 日～7 月 4 日 

議題： 

審議事項： 

１．入退会の承認 

 ２名の入会を承認した。 

 

2016 年度第８回目理事会（メールによる） 

期間：2016 年 7 月 5 日～7 月 12 日 

議題： 

審議事項： 

１．大内賞の推薦について 

 推薦者を承認した。 

 

2016 年度第９回目理事会（対面による） 

日時： 2016 年 9 月 6 日（火） 12：00-13：00 

場所：金沢大学角間キャンパス人間社会第 1 講義棟 305 号室（石川県金沢市） 

出席者：永田靖、栗木哲、松浦正明、橋口博樹、松浦峻、青木敏、南美穂子、星野崇宏、 

樋口知之、安宅和人（理事 10 名）、富澤貞男（監事） 

欠席者：黒木学、井元清哉、川崎茂、中西寛子、鈴木督久（5 名、委任状 4 通）、瀬尾隆（監

事） 

議題： 

審議事項： 

１．学会賞受賞者の連合大会および懇親会への招待について 

会長より問題点の説明が行われ、招待の決定に関しては今後の検討事項とした。 

２．名簿の問題 

 会長より資料に基づき説明が行われた。評議員選挙の際に利用される名簿の所属機関が



一部空白であるが、修正は行わないことを承認した。 

３．統計関連学会連合の欧文誌の発行 

 会長より資料に基づき説明があり、人的負担などの協力することがあれば対応すること

とし、参画することを承認した。 

４．名誉会員規定 

 副会長より資料に基づき規定案の説明が行われ、運用の詳細については次回の対面理事

会で審議することになった。 

５．2017 年 3 月の年次大会 

 会長より説明が行われ、次回の理事会までに企画担当理事が案を作成することとなった。

年次大会は 3月 18 日開催（チュートリアルは 17 日、計量生物学会が対応）。 

６．2017 年 5 月のフロンティアセミナー・総会 

会長より説明が行われ、次回の理事会までに企画担当理事が案を作成することとなった。 

７．編集状況 

 編集理事より資料に基づき、「応用統計学 Vol.45、46」の編集状況の報告がなされた。投

稿数を増やす方策について案が出され今後も検討することになった。 

８．入退会承認 

 庶務理事より資料に基づき説明が行われた。１名の入会を承認した。 

９．会費滞納者への対応 

 会長より資料に基づき説明が行われた。次回の対面理事会で検討することとした。 

１０．次回の対面理事会の開催  

11 月 5 日 17 時から 19 時まで、統計数理研究所東京駅サテライトオフィス（八重洲）に

決定した。 

報告事項： 

１．連合大会役員 

会長より連合理事（永田会長、栗木副会長）、プログラム委員（星野企画理事、南企画理

事）、運営委員（佃康司氏）の報告があった。 

２．協賛・後援の件 

庶務理事より、前回の対面理事会以降、下記の後援 2件、協賛 4件に関して会長および

副会長と協議し決定したことの報告がなされた。 

・第 5回 データ ビジネス創造コンテスト（後援・継続） 

・日本機械学会関東支部 2016 年度講習会 

「ビッグデータの機械工学へのインパクトを探る」（協賛・新規） 

・第 12 回 TRIZ シンポジウム（協賛・継続） 

・一般社団法人 データサイエンティスト協会 3rdシンポジウム（後援・継続） 

 ・第 15 回国際分類学会連合会議（IFCS-2017）（協賛・新規） 

 ・第 19 回情報論的学習理論ワークショップ (IBIS2016) （協賛・継続） 



３．大内賞 

会長より、大内賞の推薦に関して報告が行われた。 

４．横幹連合との懇談 

庶務理事より資料に基づき横幹連合と下記のように懇談した報告が行われた。 

日時：8月 3日(水) 14:00～15:30、場所：早稲田大学 西早稲田キャンパス 

出席者：横幹連合：鈴木久敏会長、遠藤薫副会長、舩橋誠壽副会長、並木氏（事務局） 

    応用統計学会：永田靖会長、栗木哲副会長、松浦正明（庶務理事） 

５．文部科学賞受賞候補者の推薦 

会長より平成 29 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞及び若手科学者賞など

受賞候補者の推薦に関する説明がなされた。 

 

2016 年度第 10 回目理事会（メールによる） 

期間：2016 年 10 月 9 日～10 月 24 日 

議題： 

審議事項： 

１．統計関連学会連合から提案された「行動基準」（案）に対する審議 

 一部修正案を提出し、賛同することを承認した。 

 

2016 年度第 11 回目理事会（対面による） 

日時： 2016 年 11 月 5 日（土） 17：00-20：00 

場所：統計数理研究所サテライトオフィス（東京都中央区八重洲） 

出席者：永田靖，栗木哲，安宅和人，川崎茂，黒木学，鈴木督久，中西寛子，橋口博樹，    

樋口知之，松浦峻，松浦正明，南美穂子（理事 12 名），瀬尾隆（監事） 

欠席者：青木敏，井元清哉，星野崇宏（3 名，委任状 3 通），富澤貞男（監事） 

議題： 

審議事項： 

１．2017 年 3 月の年次大会・チュートリアルセミナー 

 企画理事より、2017 年 3 月 18 日に開催される 2017 年年会（中央大学（後楽園キャンパ

ス））に関して、一般公演・特別講演・ポスターセッション公募時期の説明があり、承認し

た。また、前日に開催されるチュートリアルセミナーは計量生物学会が担当であることを

確認した。 

２．2017 年 5 月のフロンティアセミナー・総会 

会長より、2017 年 5 月開催予定のフロンティアセミナーおよび総会開催の日程として、

5 月 20 日（土）と 13 日（土）の候補日があげられ、企画理事が今後検討することを承認

した。 

３．統計関連学会連合大会での企画セッション 



会長より、2017 年 9 月に開催予定の統計関連学会連合大会（南山大学）の企画セッショ

ンに関して、受賞者講演とともに、別の企画セッションを検討することとなった。 

４．編集状況 

編集理事からの資料に基づき、Vol.45,No.1&2（合併号）の状況と No.3,Vol.46 の見通し

の報告があった。また、「投稿数を増やす方策」に関して編集委員会で審議した内容の報告

が行われ、理事会内で検討した。引き続き本件に関しては審議することになった。 

５．入退会承認 

 庶務理事より資料に基づき説明が行われた。2 名の入会と 2 名の退会を承認した。 

６．会費滞納者への対応 

会長および庶務理事より資料に基づき会費滞納状況と会則の確認が行われ、対応案の説

明が行われた。個別対応の期間を設け、それ以降は滞納者に対して連絡し継続・退会の確

認を取ることが承認された。確認できない場合には、会則に基づいて除籍することを確認

した。 

７．財政状況の件 

 会計理事より資料に基づき、2016 年度予算案に関する収入の部と支出の部の説明が行わ

れた。また、現時点での通帳管理の問題について会計理事より説明が行われ、引き続き審

議事項とした。  

８．学会賞の英文名 

 副会長より資料に基づき、学会賞の英文名の案が提出され、次回の対面理事会で決定す

ることになった。 

９．名誉会員規定 

「名誉会員に関する内規」に関して理事より説明が行われた。修正案を再度メール審議

することになった。 

１０．今後の対面理事会の開催 

 2017 年 2 月 23 日（木）、28 日（火）のいずれかの日で行われることを決定した。 

１１．その他 

 庶務理事より、今後の年会の開催の時期を移動させる場合は、計量生物学会側としては 5

月中旬ごろの案を検討している事の報告がなされ、今後審議することになった。 

報告事項： 

１. 大内賞の件 

 会長より大内賞の審査結果に関して報告が行われた。 

２．統計家の行動基準案 

 会長より統計関連学会連合から提案された「行動基準」（案）に対するメール審議の結果、

一部修正案を提出し、賛同することを承認した事の報告がなされた。 

３． 協賛・後援の件 

 庶務理事より、下記の協賛 1件に関して会長および副会長と協議し決定したことの報告



がなされた。 

 ・情報処理学会「ソフトウェアジャパン」（協賛・継続） 

４． JINSE シンポジウム 

 会長より JINSE シンポジウム「論より統計」（2016 年 10 月 22日，大阪大学）へ参加した

ことの報告がなされた。 

                                     以上 


